
少年の主張11月３日に中央公民館で行われた
第32回「少年の主張」大会。
町内の小学５・６年生、中学生の代表者
15人が自らの思いを主張しました。
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主張した子どもたち（敬称略・写真左上段から　 ）

�大谷　歩夢（剣南小）『あいさつの大切さ』

�中嶋　輝成（室木小）『けがから学んだこと』

�寺下　瑞稀（新延小）『変わった自分』

�賴永　伊吹（西川小）『大切な動物達の命』

�竹松　佑真（剣北小）『ラジオ体操で学んだこと』

�七五三龍治（古月小）『神崎のお獅子様』

小学校６年生の部

主張した子どもたち（敬称略・写真左から）

�小川　楓花（鞍手中１年）『私たちにできること』
�松原晟一朗（鞍手中２年）『共に生きていく』
�吉田　朋生（鞍手中３年）『明るい未来のために』

中学生の部

３−2017.12

伝えたい　　
　　　　ことがある今

小学校５年生の部

主張した子どもたち（敬称略・写真左上段から　 ）

�川上　凌生（剣南小）『やめたいぼくとやめられないぼく』

�石田　星覇（室木小）『戦争を止めたレゲエの神様』

�林田　緋那（新延小）『伝えましょう、「よさ」を』

�玉江奈都美（西川小）『これからの米づくり』

�田中　琉海（剣北小）『平和のために私ができること』

�惠良　幸輝（古月小）『受け継がれている伝統工芸』


